
孫
諮
一
設
は
、
蘇
時
学
が
「
勝
」
を
骨
子
の
名
と
し
た
「
戎
説
」
は
、
文
還
の
註

に
木
づ
い
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
隊
孔
障
の
「
為
ニ
前
回
洪
-
輿
-
一
銭

寸
〈
帝
日
書
」
〈
文
選
第
四
十
一
巻
)
に

開
閉
ν
入
-
一
治
部
J

仰
ニ
司
馬
楊
王
之
遺
風
二
有
-
一
子
勝
袈
然
之
志
-
。

の
す
〈
が
あ
づ
て
、
そ
の
下
の
一
千
百
に
、
十
位
'警
が

二
三
子
復
z

於
子
回
目
子
-
向
、
告
子
勝
v
仁
。
〈
2
〉
子
脱
出
子
、日
米
v
然
也
。
告
子

為
ν
仁
猶
-
-
敗
以
為
v
長
、
僅
以
為
予
・
広
。
不
ν
可
v
久
也
。

を
引
い
て
い
る
。
苓
警
が
「
子
勝
袈
然
之
・
志
」
、
の
誌
に
、
何
の
為
に
右
の
公
一
五
倍
加

の
文
を
引
い
た
の
か
、
そ
の
意
図
が
明
僚
で
な
い
。
勿
論
、
前

K
掲
げ
た
文
還
の

木
サ
〈
の
前
に
は
、
感
…
子
と
公
総
般
の
有
名
な
攻
防
の
話
が
記
さ
れ
て
は
い
る
が
、

と
と
の
註
に
告
子
を
恭
子
が
批
評
し
た
文
を
引
く
必
要
は
な
い
と
、
思
わ
れ
る
。

何
故
な
ら
ば
、
ホ
チ
周
紛
が

我
遊
間
ド
入
-
一
説
部
一
、
乃
仰
ミ
司
馬
長
郷
、
揚
雄
主
袈
之
遺
風
一
也
。
将
ド
述
'一文

辞
一
也
。
子
務
獄
ι

小
子
一
c

と
、
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
の
方
が
、
前
後
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
「
子
勝
裳
然

之
一
志
」
の
誌
と
し
て
は
@
穏
当
で
あ
る
。
〈
但
し
子
勝
を
小
子
と
解
す
右
と
と
の

可
否
は
論
外
と
し
て
。
〉

講
義
が

「子
勝
云
云
」
の
伺
と
、
公
一
正
篇
の
北
川
一
ふ
J

の
言
と
を
、
関
係
さ
せ
た
の

漢
文
法
の
研
究
方
法
に
つ

い
て

一
、
木
稲
作
製
の
意
図

私
は
か
ね
て
、
従
来
の
漢
文
法
(
木
稿
で
は
特
に
文
語
文
法
を
さ
す
〉
の
研
究

訟
に
対
し
て
、
穆
々
の
疑
問
を
抱
い
て
来
た
が
、
最
近
と
れ
に
関
す
る
一
つ
の
方

繁
と
し
て
「
主
体
論
的
方
法
と
続
法
論
的
方
法
」
在
考
え
、
と
れ
を
先
守
限
定
さ

で
あ
れ
ば
、
蘇
時
学
の
よ
ろ
に
、
子
勝
の
「
勝
」
を
告
子
の
名
と
考
え
た
、
と
推

量
す
る
土
り
外
は
た
い
。
と
の
場
合
に
も
、一
ナ
勝
の
「
一
ナ

」
は
、
E
-つ
解
す
る
か

の
問
題
は
残
る
に
し
て
志
。

若
し
文
選
の
木
文
が
、
「
告
子
勝
斐
然
之
志
」
と
あ
れ
'
ば
、
勝
を
非
同
一
ナ
の
名
と

見
る
こ
と
が
出
来
、
叉
、
関
若
磁
の
四
書
釈
地
叉
続
巳
引
か
れ
て
あ
る
、
「
或
説

剖一m-
一
台
子
名
一
小
山
一
宮
字
子
勝
こ

(
3
)
と
あ
る
よ
ろ
に
、
「
子
勝
」
を
告
子
の
字
と
見

る
こ
と
も
出
来
る
c

そ
し
て
、
李
善
が
公
一
政
篤
の
文
を
引
用
し
た
張
図
も
明
か
で

あ
る
。
然
し
、
文
惑
の
本
文
刊
か
そ
う
で
な
い
以
上
、
公
一
次
篤
と
、
「
一
ナ
勝
義
然
之

志
」
の
文
選
と
の
結
び
つ
け
ば
、
依
然
と
し
て
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ

に
よ
ク
て
、
ム
口
子
の
名
を
「
勝
」
と
し
、
叉
字
を
「
一
ナ
際
」
と
す
る
戎
説
の
是
非

を
、
判
断
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
る
c
，

補

註ハL
)

此
警
H
愚
一
子
会
主
篇

ハ
2
)

墨
子
会
一
軍
篇
に
は
「
宕
千
勝
為
仁
」
と
あ
り
、
李
善
註
に
は
「
為
」
の
一
年
、
は
な

、hv

ハ
3
)

墨
子
関
に
孫
話
設
は
こ
の
「
市
説
一
式
一
式
」
を
四
諮
問
釈
地
又
続
に
引
く
と
し
て
あ
る

が
、
私
の
見
太
白
一
一
一
情
説
解
木
の
間
警
に
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

一(32)ー

よド

徳

ヨた

烏

れ
た
純
糠
の
対
象
に
づ
い
て
実
施
す
る
と
と
の
必
妥
性
を
提
案
し
た
。
作
昭
和
二

十
七
年
六
月
A

本
学
会
に
沿
い
て
「
漢
文
法
の
規
定
例
と
刊
断
伺
に
ク
い
て
」
と

題
し
て
述
べ
た
と
と
も
、
同
年
八
月
、

中

間

話
学
研
究
'
会
(
東
京
支
部
例
会
)

花
沿
い

τ
「
漢
文
法
研
安
方
法
試
論
」
と

γ

慰
し
て
述
べ
党
と
と
も
、
又
、
「
漢
文



数
、議
」
ハ
大
修
館
書
脂
、
昭
和
叱
年
五
月
創
刊
〉
に
「
漢
文
法
一
い
と
阿
国
し
℃

連
載
記
述
し
て
い
る
と
と
も
、
一
に
と
の
提
案
の
具
体
化
に
ほ
か
な
ら
や
、
従
ク

て
本
稿
も
と
れ
ら
の
報
告
の
一
穣
と
し
て
専
ら
具
体
的
な
笑
例
に
ク
い
て
、
上
記

の
捻
築
の
一
端
を
記
述
し
た
も
の
で
あ

p
、
相
捉
-案
の
大
姿
、
用
語
の
窯
味
な

E
K

づ
い
て
は
、
上
記
の
ご
撰
文
教
室
」
鼠
刊
号
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
論
回
日

の
不
備
米
熟
の
点
に
つ
い
て
は
、
十
ハ
?
な
御
批
判
と
御
示
教
と
を
賜
わ
り
た
い
。

二
、
問
憾
の
提
示

論
一
部
仰
の
中
に
、

子
問
‘
父
母
之
年
、
不
可
一
小
知
也
。
(
皐
仁
〉

常
子
印
、
士
不
可
以
不
弘
毅
。
ハ
泰
伯
)
兵

戸
見
え
て
い
る
が
、
前
者
の
「
不
可
不
知
」
と
、
後
者
の
「
不
可
以
不

見
向
じ
よ
ι

う
た
構
文
に
考
え
ら
れ
る
が
、
被
者
に
は
、
「
可
」
の
下

」
い
ろ
・
混
同
が
加
づ
て
い
る
ο

も
レ
同
じ
構
文
な
ら
ば
、
と
の
「
以
」
は

ぶ
必
で
は
な
い
か
、
叉
、
逆
に
、
前
者
に
「
以
」
を
加
え
て
「
不
可

らし
℃
い
い
の
で
は
た
い
か
。
も
し
、
問
者
が
み
一
〈
異
な
る
構
文
で
、

で
以
」
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
後
婚
に
は
「
以
」
が
な
く
て
は
な

る
た
ち
、
そ
の
相
違
ほ
文
法
的
に
い
か
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な

こ
と
を
一
つ
の
目
標
と
し
て
記
述
を
準

一千品子
の

「
晋
楚
之
官
、
不
可
及
也
。
」
は
、
「
皿
日
州
立
の
富
は
、
人
に
及
ば
れ
な
い
。
」

と
い
う
と
と
で
あ
る
。
可
の
字
が
及
の
字
の
前
に
来
た
の
で
、
及
の
字
に
受

動
の
意
味
が
で
き
た
の
で
あ
る
0

・
:
:
・
富
は
及
の
目
的
語
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
は
主
諾
に
転
じ
た
の
で
、
壬
格
に
位
置
す
る
。
(
巻
四
〉

と
述
べ
て
い
る
。

馬
氏
の
説
に
よ
る
と
、
上
記
の
論
語
の
例
文
の
前
者
ハ
以
下
、
例
文
A
と一一一一同

う
〕
は
、
「
父
母
の
年
は
、
人
に
知
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
意
味

の
文
で
あ
る
と
と
に
な
り
、
後
者
(
以
下
、
例
文
B
と
言
う
)
は
、
「
士
は
弘
毅

に
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
よ
ろ
な
意
味
の
も
の
に
な
る
の
で
あ
る

う
か
。と
の
馬
氏
の
「
可
の
字
の
後
の
動
詞
は
、
概
し
て
受
動
の
意
味
を
持
づ
。
」
と

い
う
考
え
方
は
、
馬
氏
以
後
の
学
者
に
も
し
ぼ
ん
¥
見
ら
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば

呂
叔
湘
氏
は
「
中
国
文
法
要
路
上
巻
」
パ
一
九
回
二
年
刊
)
の
中
で
、

動
詞
の
前
に
可
・
足
な
ど
の
字
が
加
わ
る
と
、
そ
の
作
用
は
形
容
詞
一
と
同

じ
に
な
る
。
例
え
ば
、
内
可
憐
〕
「
可
愛
」
「
士
可
殺
、
不
可
係
。
」
と
の

種
類
の
す
〈
の
、
苫
諾
は
、
意
味
の
上
で
は
、
多
く
は
後
に
く
る
動
詞
の
図
的
祷

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
d

動
詞
も
被
動
の
意
味
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
〈
九

五
頁
〉

と
述
ぺ
、
王
カ
氏
は
「
中
国
語
法
理
論
上
巻
」
〈
一
九
四
四
年
刊
)
の
中
で
、

可
・
足
・
難
・
易
な
ど
の
字
の
後
の
叙
述
詞
は
、
観
念
上
か
ら
は
被
動
部

と
も
考
え
‘
ら
れ
る
c
例
え
ば
、
孟
子
の
「
国
人
皆
日
、
可
殺
。
」
な
ど
で
あ

る
。
(
一
八
五
頁
)

と
述
べ
て
い
る
。

主
力
氏
は
更
に
向
舎
の
別
の
所
で
、
イ
エ
ス
ペ
ル
セ

V

氏
の
説
を
引
用
し
て
、

「
被
動
式
を
考
え
る
場
合
に
は
、
構
成
上
の
純
糠
と
観
念
上
の
範
勝
、
ど
の
区
別
を

は
ク
き
と
し
て
給
か
な
け
れ
ば
な
ら
や
J

、
可
・
見
な
刊
と
の
字
の
A
泊
ま
れ
る
も
の
は

観
念
上
の
も
の
で
あ
る
r

」
二
八
朗
{
一
八
七
一
員
〉
と
い
う
よ
ろ
な
意
味
の
と

一(33ー



と
を
述
べ
て
い
る
が
、
確
か
に
そ
O
透
h
p
?
、
馬
氏
。
「
概
し
て
一
文
宏
」
も
@
呂

氏
む
「
意
味
の
上
で
は
一
さ
さ
も
、
五
氏
の
所
説
も
、
す
べ
て
観
念
上
の
受
動
@

被
致
の
問
題
で
、
問
題
の
例
文
A
@
例
文
B
の
構
還
に
対
す
る
考
察
に
は
、
直
接

的
に
は
佼
立
た
な
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

以
上
の
一
一
一
氏
に
対
し
、
{
雨
明
凱
氏
は
「
漢
詩
語
法
論
」

中
で
、

ハ
一
九
四
八
年
刊
〉
の

馬
一
銭
忠
以
後
、
中
留
の
語
法
学
者
は
、
大
多
数
の
も
の
が
皆
勤
詞
を
施
動

ハ
主
動
と
も
一
一
一
一
向
う
〉
と
受
動
(
被
動
と
も
一
一
一
一
同
う
〉
と
の
こ
ク
の
形
式
に
分
け

て
い
る
c

が
、
実
際
の
点
か
ら
ユ
一
一
向
う
と
、
馬
建
忠
の
説
き
方
位
余
り
正
確
で

は
な
い
が
、
後
の
一
話
一
法
学
者
、
た
ち
は
解
説
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
変
な
も
の
に
な

ク
て
し
ま
づ
た
。
(
一
一
一
九
二
頁
)

馬
建
患
は
叉
「
可
e
見
二
字
の
後
の
致
問
は
、
概
し
て
受
動
の
意
味
を
持

ク
。
」
と
考
え
た
。
と
れ
も
疑
問
の
あ
る
例
で
あ
る
。
元
来
、
「
晋
楚
之
富

不
可
及
也
。
」
の
「
及
」
の
字
は
、
も
と
も
と
所
持
，
「
受
動
式
」
を
含
む
も

の
で
は
な
い
、

1

i
と
い
ろ
の
ほ
、
施
動
の
「
及
」
の
字
も
や
は
り
、
と
の

「
及
」
の
字
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
〆
、
ま
し
て
や
、
と
の
文
が
平
日
楚
之
官
、

寄
人
不
可
及
也
。
」
と
も
解
釈
で
き
る
の
だ
か
ら
ο

中
国
語
の
動
部
は
往
々

主
一
時
い
か
な
い
も
の
で
あ
れ
y
、
そ
の
よ
、
主
同
人
不
可
及
也
。
」
が
そ
れ
で
意

味
の
遜
る
ー
す
〈
で
、
し
か
も
「
及
」
の
字
は

E
ん
な
場
合
に
も
、
た
だ
一
ク
の

形
式
し
か
持
た
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
れ
が
受
動
で
あ
る
、
と
は
綴
る
一
一
一
一
向
い
難

い
。
〈
問
。
ニ
ー
四

O
一一一一民〉

と
述
べ
、
全
く
別
な
立
場
か
ら
「
可
」
を
含
む
文
の
性
格
に
づ
い
て
論
じ
て
い
る
。

と
の
{
両
氏
の
説
は
、
例
文
A
e
B
を
考
慮
す
る
場
合
に
、
一
(
ツ
の
有
力
な
手
が

か
り
と
な
る
。
そ
れ
は
、
A
-
B
両
文
の
棒
趨
は
、
受
動
と
か
被
読
と
か
に
関
係

た
く
、
む
し
ろ
文
そ
の
ま
ま
を
「
:
:
:
、
寄
人
不
可
・
:
。
」
と
い
う
構
造
と
同
じ

も
の
と
み
る
、
と
い
う
、
一
(
ン
の
客
観
的
な
立
場
を
建
設
し
て
、
A
文
の
「
父
母

之
年
」
と
「
不
可
一
小
知
也
」
と
の
関
侠
を
分
析
し
、
B
文
の
ヱ
ム
」
と
「
不
可
以

不
弘
毅
」
と
の
関
係
を
暗
示
し
た
と
と
で
あ
る
。
た
だ
一
両
氏
の
論
は
単
に
「
及
」

で
代
表
さ
れ
る
所
謂
「
致
問
」
を
中
心
に
し
て
考
え
た
も
の
で
、
そ
の
点
か
ら
言

え
ば
、
本
稿
の
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
と
し
て
は
.
ま
だ
十
分
な
も
の
と
は

言
え
な
い
c

端
的
に
言
え
ば
、
高
氏
は
、
余
ち
に
も
動
部
の
施
動
@
受
動
と
い
う

問
題
児
気
を
と
ら
れ
¥
と
の
問
題
の
桜
木
と
な
っ
て
い
る
「
可
」
の
機
能
に
づ
い

て
の
検
討
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

盟
、
手
が
か
り
〈
そ
の
二
、
主
体
文
に
づ
い
て
〉

例
文
A
-
B
K
演
す
る
問
題
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
以
上
の
如
く
、
先
守
、

両
文
中
に
含
ま
れ
て
い
る
「
可
」
と
い
う
誇
に
づ
い
て
、
従
来
の
諸
説
を
検
討
し

て
み
た
が
、
い
守
れ
か
ら
も
十
分
な
解
答
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
ど

と
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

先
十
第
一
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
上
記
諸
家
の
、
論
究
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

文
そ
の
も
の
の
性
格
に
対
す
る
考
え
方
が
不
十
分
な
の
で
は
な
か
ろ
}
っ
か
、
と
い

う
こ
と
で
あ
お
。
づ
ま
り
、
諸
家
が
「
可
」
に
関
連
し
て
引
用
し
た
例
文
は
、
い

や
J

れ
も
特
に
会
話
と
し
て
記
録
さ
れ
た
文
の
中
に
沿
い
て
、
吋
一
一
問
者
が
自
己
の
、
主
体

的
体
験
と
し
て
の
判
断
を
直
接
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
ヤ
わ
ば
、
主
体
的
表
現
と

も
一
一
一
一
口
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
な
事
物
に
関
す
る
間
接
的
た
叙
述
の
表
現
と

は
み
一
く
木
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
と
に
注
意
し
て
い
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
い
?
つ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
相
異
な
ク
、
か
ん
似
略
的
の
対
象
を
、
同
一
の
次
元
の
よ
で
解
釈
し
よ
ろ
と
す
れ

ば
、
「
受
動
@
被
動
」
乃
至
は
「
主
語
の
省
略
」
と
い
う
考
え
方
が
生
れ
て
来
る

の
も
当
然
の
と
と
と
言
え
よ
う
G

女
児
考
え
ら
れ
る
と
と
は
、
前
記
の
諸
家
は
、
引
用
し
た
例
文
の
述
話
K
ク
い

て
7
一
様
に
、
「
動
詞
」
を
根
本
的
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
c

例
え
ば
高
氏
が
専
ら
「
及
」
を
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
の
も
、
王
氏

が
、
「
可
」
は
「
接
頭
一
括
的
な
性
格
を
持
つ
諾
で
あ
る
。
」
〈
中
国
語
法
斑
論
上

位
位
、
一
四
五
頁
〉
と
述
ベ
て
い
る
の
も
一
に
そ
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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と
の
考
え
方
も
、
上
記
の
、
文
応
対
す
る
認
識
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
認
刊
に

対
す
る
考
え
方
が
不
十
分
な
と
と
か
ら
生
れ
る
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う

の
は
、
前
記
の
主
体
的
表
現
に
治
け
る
叙
述
語
は
、
決
し
て
所
鰯
「
動
一詞
〕
だ
け

で
は
恕
く
、
い
ろ
/
¥
た
穏
類
の
も
の
が
あ
り
、
「
可
」
は
そ
の
中
の
一
ク
で
あ

る
「
判
断
一
品
川
い
に
属
す
る
も
の
で
あ
づ
て
、
例
文
A
・
B

b

L

始
め
と
し
て
、
上
に

引
用
さ
れ
た
例
文
は
す
べ
て
、
「
可
」
が
叙
述
諾
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
Q

換
苦
悶
す
れ
ば
、
「
可
」
は
、
一
ク
の
事
物
に
対
す
る
主
体
の
判
断
を
直
接
的
に

表
現
す
る
誇
で
、
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
一
つ
の
意
味
と
機
能
を
持
ク
も
の
で
、

そ
の
前
後
に
来
る
も
の
は
、
と
の
主
体
の
刊
断
の
表
現
在
補
一
つ
佼
閏
を
県
た
す
に

叫
細
管
な
い
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
史
記
花

、

例
を
と
づ
て
み
る
と
、

ィ
、
有
司
誇
:
・
c
制
問
、
可
(
封
総
意
同
〉

土
決
駒
鰯
問
、
可
行
突
。
(
項
羽
本
紹
)

ハ
、
日
間
后
問
問
、
開
下
百
歳
後
、
務
相
国
即
死
、
令
誰
代
之
。
上
田
、
一
間
日
参

可
。
(
高
間
木
紀
〉

、
高
槻
問
医
。
医
日
、
病
可
治
。
(
同
右
)

〈
イ
〉
段
、
上
述
の
よ
う
に
、
主
体
の
直
接
的
な
川
判
断
を
示
し
た
表
現

(ロ
』〉b
は
、
そ
れ
に
更
に
主
体
の
意
図
す
る
動
作
を
補
っ
た
表
現
で
あ

は
、
(
イ
v

の
場
合
に
、
判
断
の
対
象
を
提
起
し
て
補
っ
た
表
現
で

V

は
、
(
ロ
〉
と
(
ハ
V

と
が
複
合
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。

区
役
意
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
は
、
「
可
」
の
後
に
位
置
す
る

す
器
開
」
で
あ
る
。
方
の
史
'記
の
，例
に
ク
い
て
み
れ
ば
、
〈
ロ
〉
の
、

こ
の
「
治
」
は
j
い
や
れ
も
話
者
そ
の
も
の
の
意
図
す
る
動
作
を

と
ろ
考
え
る
ζ

と
に
よ
づ
て
、
「
可
」
の
性
格

の
「
苓
人
い
の
考
え
方

〆
に
一
服
還
や
J

る
も
の
を
持
ク
て
い
る
が
、
高
氏
は
こ
の
場
合
、
「
五
同
人
と
い
ろ
主

認
が
省
略
さ
れ
て
い
る
、
」
と
考
え
、
太
論
で
は
「
省
略
」
な
ど
は
全
く
考
え
な

い
、
と
い
う
点
で
根
木
的
に
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
給
一
品
開

右
の
ニ
ク
の
手
が
か

p
(可
と
主
体
文
)
を
も
と
に
し
て
、
上
記
の
・
史
-
記
の
例

を
中
心
に
し
な
が
ら
、
史
記
の
中
の
「
可
」
の
含
ま
れ
た
文
例
を
検
討
し
て
み
る

と
、
殆
ん
、
ど
す
べ
て
の
場
合
に
、
「
可
」
の
下
に
来
る
動
作
を
表
、
す
誇
は
、
提
起

さ
れ
た
人
・
事
物
そ
の
も
の
の
動
作
を
表
す
も
の
で
は
な
く
、
話
者
そ
の
も
の
の

意
図
す
る
動
作
を
表
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
を
論
誇
に
あ
て
は
め
た
場
合
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
か
ど
う
か
、
を

検
討
し
て
み
る
と
、
殆
ん
刊
と
す
べ
て
の
場
合
に
そ
の
ま
ま
趨
用
さ
れ
る
と
と
が
わ

か
る
。
二
三
の
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、

、
子
張
問
、
十
世
可
知
也
。
(
為
政
〉

子
問
、
・
:
・
:
。
共
知
可
及
也
、
共
感
不
可
及
也
。
(
公
冷
長
〉

子
日
、
三
軍
可
奪
帥
也
。
匹
夫
一
小
可
怒
志
也
c

(

子
容
〉

子
貢
日
、
:
:
:
。
吾
一向
不
可
不
悦
也
。
(
子
張
)

な
ぎ
に
つ
い
て
、
い
守
れ
も
・
史
記
の
場
合
と
同
じ
こ
と
が
一
マ
一
問
え
る
。

と
の
見
地
に
立
ク
て
、
例
文
A
を
考
え
る
と
、

父
母
之
年
、
不
可
不
知
也
。

の
「
知
」
は
、
「
子
日
」
の
「
子
」
の
意
図
す
る
動
作
を
表
す
も
の
、
と
考
え
る

と
と
に
何
の
支
障
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
例
文
B
の、

士
一
小
可
以
一
小
弘
毅
。

の
「
弘
毅
」
は
、
「
曾
子
日
」
の
「
曾
子
」
の
意
図
す
る
動
作
を
表
す
も
の
、
と

考
え
る
と
と
に
は
、
若
干
の
間
数
が
生
や
る
と
と
は
否
定
で
き
な
い
。

か
か
る
意
味
で
、
例
文
B
と
同
じ
傾
向
を
持
ク
も
の
を
探
し
て
み
る
と
、

(
a
〉
子
日
、
一
小
仁
者
不
可
以
久
底
約
、
一
小
可
以
長
潟
楽
。
〈
恩
仁
〉

〈

b
〉づ
け
…
刷
、
君
子
一
翼
ザ
於
文
、
約
之
以
一
雄
、
亦
可
以
弗
昨
失
。
長
也
V
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ハ
C
)

柳
下
葱
為
士
郎
、
一
一
一
瓢
。
人
向
、
子
来
可
以
去
乎
ひ

そ
の
他
い
ろ
/
¥
存
在
す
る
。

〈

a
〉
の
「
久
庭
約
」
は
、
朱
一
ナ
の
註
に
よ
れ
ば
「
不
仁
之
人
、
失
共
本
心
。

久
約
必
種
、
久
楽
必
淫
。
」
と
い
う
と
と
で
、
「
一
小
仁
者
」
の
動
作
ハ
ケ
一
表
す
も
の

と
考
え
ら
れ
、

(
b
)
の
「
畔
」
も
、
朱
一
ナ
の
注
で
は
「
君
子
学
欲
其
博
。
故
於

文
何
不
考
。
守
欲
共
要
。
故
主
ハ
動
必
以
一
税
。
如
此
、
則
可
以
一
小
管
於
道
夫
o

」
と

い
う
と
と
で
、
「
君
子
」
の
動
作
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、

(

C

)

の
「
去
」

は
当
然
「
一
ナ
」
つ
ま
り
「
柳
下
慈
」
の
動
作
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
れ
ら
の
例
玄
B
以
下
の
諸
例
を
史
記
の
場
合
、
乃
至
は
「
例
文
A
」
の
類
の

場
ム
門
左
比
較
し
て
み
る
と
、
い
や
れ
も
「
可
」
の
下
に
来
る
動
作
の
主
体
が
設
か

と
い
う
点
で
、
両
者
を
み
一
く
同
一
の
純
鳴
に
入
れ
て
考
え
る
こ
と
は
図
難
に
な

る
。
と
の
岡
山
難
を
生
む
原
因
は
、
ど
と
に
あ
る
の
で
あ
る
ろ
か
。

と
れ
に
づ
い
て
は
、
例
文
A
の
類
の
場
合
段
、
す
べ
て
「
可
」
い
か
単
独
で
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
吉
例
文
B
の
類
の
場
合
は
、
こ
れ
叉
い
や
れ
も
「
可
以
」

と
い
ろ
「
可
」
と
「
以
」
の
二
諾
が
連
続
し

τ用
い
ら
れ
て
い
る
と
と
か
ら
・
考
え

て
、
こ
れ
ら
の
例
文
を
主
体
論
的
方
法
の
立
場
か
ら
、
表
現
上
の
区
加
を
認
め
る

た
め
に
は
、
こ
の
「
可
」
と
「
可
以
」
と
に
相
違
の
あ
る
と
と
を
仮
設
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

結
論
的
に
一
一
一
一
向
う
と
、
本
稿
の
問
題
と
し
て
提
起
し
た
例
文
A
-
B
の
「
以
」
の

有
無
、
要
不
安
に
ク
い
て
は
、
そ
の
下
に
来
る
動
作
の
、
主
体
が
持
か
と
い
う
問
題

に
関
し
て
、
両
者
の
区
別
を
認
め
ち
限
り
に
沿
い
て
、

Ah
は
A
の
ま
ま
、

n
れ
は
じ
υ

の
ま
ま
、
を
正
し
い
w
構
文
と
考
え
ざ
る
を
得
守
、

A
を
ぺ
不
可
以
一
小
知
」
、

B
を

「
一
小
百
一
小
弘
毅
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

」
¥
、

ω
N
M

コu

-

，

ノ

応

ド

]

一

一

一

日

以
上
は
論
誇
に
見
え
て
い
る
「
可
」
と
い
う
諾
の
用
法
に
ク
い
て
、
主
体
論
的

に
一
部
か
ら
考
察
し
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
解
釈
学
の
部
に
も
、
種

々
の
興
味
あ
る
問
題
が
引
き
刊
さ
れ
る
。
一
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
街
笠
公
第
十

(
徴
子
)

五
に
、子
日
、
君
子
不
可
小
知
也
、
市
可
大
受
也
。
小
人
不
可
大
受
、
市
可
小
知
也
。

と
い
ろ
章
一
か
あ
る
が
、
朱
一
ナ
は
と
れ
に
つ
い
て
、
「
此
一
一
一
一
口
綴
入
之
法
。
知
、
我
知

之
也
。
受
、
紋
所
受
也
。
荒
野
川
一
ナ
於
縮
率
、
未
必
可
徹
、
市
材
一
徳
足
以
任
霊

・
。
」
と
注
し
、
「
!
知
」
は
「
我
」
の
動
作
、
「
受
」
は
「
紋
」
の
動
作
と
し
て

い
る
。
と
れ
ー
は
、
木
稿
の
論
旨
か
ら
考
え
る
と
、
や
や
無
翠
な
解
釈
で
、
「
可
」

の
下
の
動
作
は
、
い
や
7

れ
も
「
話
者
」
自
体
の
意
図
す
る
動
作
と
見
る
べ
き
で
、

そ
の
点
で
は
、
古
注
の
「
王
日
、
君
子
之
道
深
遠
、
不
可
小
了
'
知
B

市
可
大
受
ー
一

「
皇
'
依
田
、
君
子
之
進
深
遠
、
一
小
血
(
凡
人
可
知
。
故
一
式
不
可
小
知
也
。
徳
能
深
潤

物
、
物
受
之
深
。
故
一
式
市
可
大
受
也
。
」
、
「
到
口
宵
日
、
君
子
之
道
深
一
述
、
仰
之

掬
高
、
銭
之
鞠
竪
。
故
不
可
小
了
知
也
。
使
人
即
時
飲
而
己
、
是
一
町
大
受
也
。
」
更

に
は
荻
生
伺
純
一
派
の
「
此
賞
査
用
人
之
法
也
。
大
受
者
、
大
用
之
也
。
小
p

列
者
、
小

舟
之
也
。
」
な
ど
の
方
が
、
よ
り
正
し
〈
原
文
を
解
釈
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

な
語
、
安
井
忠
軒
の
一
誠
一
話
集
説
に
は
、
「
舟
木
股
以
字
。
今
従
皐
一
木
'
c
s
一と一一一一向ク

て
、
「
玉
日
、
君
子
之
道
深
述
、
不
可
以
小
了
知
、
市
可
大
受
。
小
人
之
道
潟

近
、
可
以
小
了
知
、
而
不
可
大
受
也
。
」
の
文
に
従
ク
て
い
る
が
、
と
れ
に
は
む

し
ろ
「
以
」
の
な
い
邪
本
に
従
う
方
が
、
王
氏
本
来
の
説
在
明
確
に
し
得
る
、
と

言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
と
れ
ば
、
漢
・
議
6

六
朝
時
代
に
た
・
け
ら
「
可
」
と
「
可

以
」
と
の
関
係
が
十
分
に
考
抗
さ
れ
・
た
後
で
な
け
れ
ば
断
定
は
下
せ
な
い
。

ハ
一
'
九
五
一
一
一
、
一
、
一
五
)
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